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個別分野での取り組み

・次世代放射光施設
・産学連携グリーンイノベーション
・東北大学半導体テクノロジー共創体

参考資料
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・次世代放射光施設（愛称：ナノテラス）



東北大学青葉山新キャンパスにおける次世代放射光施設の整備
 整備費用の概算総額:380億円程度（想定される国の分担:最大200億円程度）
 「官民地域パートナーシップ」による整備
【主体】量子科学技術研究開発機構（QST）
【パートナー】一般財団法人光科学イノベーションセンター（代表機関）、

宮城県、仙台市、国立大学法人東北大学、一般社団法人東北経済連合会

東北大学における次世代放射光施設とサイエンスパーク
「計測科学」×「データサイエンス」による国際的に卓越した科学技術・産業の創成
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次世代放射光施設
（愛称：ナノテラス）
2023年運用開始予定

SINETや民間
ネットを介して
全国へサービス

地下鉄青葉山駅
仙台駅から９分

マルチモーダル
先端計測装置群
クライオ電子顕微鏡

NMR装置ほか

データに解析によって
社会価値を創造
データ駆動型
イノベーション
エコシステム

60ペタバイト級
データストア

サイエンスパーク4万ｍ２

• 産学官が集う社会課題解決型キャンパスに共創の場を整備
• 都市計画、用地取得、地下鉄整備（総事業費約2,300億円）等に関して、
仙台市・宮城県および国と密接に連携

サイエンスパーク型研究開発拠点整備を加速 サイエンスパーク構想とは？

東北大学キャンパスにおいて、
産学官が結集して、大学とともに
社会価値創造を行う共創の場を整備

次世代放射光施設はナノを見る巨大な
顕微鏡、価値ある膨大なデータを生成
新材料やデバイスの開発、生命機能の解明、
カーボンニュートラルを目指す環境科学の
開拓、さらには医薬品・食品・畜産・農
業・漁業等の多様な産業分野で威力を発揮

東北大学青葉山新キャンパス
グリーンイノベーションのインフラ



光の性能：SPring-8と連携しイノベーションを支援 24
 国際競争力の弱かった軟X線領域の光の性能を100倍向上させ、硬X線のSPring-8と連携
 物質の元素レベルでの化学状態をナノで可視化し、あらゆる分野で機能を可視化する
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・産学連携グリーンイノベーション



産学連携グリーンイノベーションへの取組 26
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・東北大学半導体テクノロジー共創体



東北大学半導体テクノロジー共創体の取組 28
 大規模クリーンルーム・研究開発リソースを有し、民間企業多数と連携する東北大学が「東北大
学半導体テクノロジー共創体」を設置し、その取組を強化していく

 具体的には、スピントロニクス省電力ロジック半導体開発拠点、半導体製造プロセス・部素材・イ
メージセンサ開発実証拠点、MEMS設計・プロセス開発実証拠点での産学官共創を推進する

東北大学半導体テクノロジー共創体
(代表：青木孝文(理事・副学長(企画戦略総括担当・プロボスト・CDO)))

半導体製造プロセス・部素材・
イメージセンサ開発実証拠点
【概要】ｳﾙﾄﾗｸﾘｰﾝﾌﾟﾛｾｽ技術・ｲﾒｰ
ｼﾞｾﾝｻ技術を基軸として、製造中の
極小パーティクル計測、ガスフロー可
視化、部素材の超ｸﾘｰﾝ化、極限性能
ｲﾒｰｼﾞｾﾝｻの開発・試作実証、配線材
料開発を実施し、装置・材料・ｲﾒｰｼﾞｾﾝ
ｻ産業のさらなる競争力向上を支える。
• 参画企業数：現在 約70機関

半導体バリューデリバリーシステムの
構築による社会実装促進

MEMS設計・プロセス
開発実証拠点

【概要】自動運転車等に必須の慣
性センサ、フォトニクス、通信デバイ
ス等のデバイスや高度実装技術に
ついて、研究開発、技術評価・試
作を実施し、センサ、通信部品製
造業の強化を支える。
• 参画企業数：現在約100機関

スピントロニクス省電力
ロジック半導体開発拠点

【概要】スピントロニクス技術を用い
た省電力グリーンロジック半導体・
AIプロセッサ、次世代型混載メモリ
(MRAM)の設計・試作実証・評
価とそのシステム開発を実施し、革
新的技術で我が国の産業の強化を
図る。
• 参画企業数：現在約60機関

国内最大級の学内クリーン
ルーム群(計8,500m2)

各エコシステムを連動させ半導
体の社会実装促進を図る。
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